
オイスカ広州日本語幼稚園便り

日が落ちるのがぐんと早くなり、少しずつ冬が近づいてきまし
た。運動会の取り組みを経て、心も体も大きくなった子どもたち
は培った自信をもとに様々な活動に取り組んでいます。子どもた
ちの成長の早さに驚かされる毎日です。
さて、今月は流しそうめんなどの様子を紹介いたします。

何日も前から流しそうめんを楽しみにしていた子
どもたち。行事の前に色々な材料を使い、自作の流
しそうめんセットを作り、ごっこ遊びをしていたほど
です。流しそうめんごっこも楽しかったのですが、本
番ではそれ以上に楽しんだようで、夢中になりなが
ら流れてくるそうめんをすくっていました。上手にす
くえた後には、皆で美味しくそうめんを食べました。
「おいしいねー」「もっと食べたいよ」とお友だちと
嬉しそうに話しながら何度もおかわりする姿が可愛
らしかったです。

今年も各クラスが力を入れたお店がオープンしま
した。年少組は楽器屋さん、年中組はアイス屋さん、
年長組は海の家です。楽器を鳴らしながら「いらっ
しゃいませ～」と可愛らしく呼び込みをする姿や、そ
の場で豪快に焼きそばを作って売る姿など、子どもた
ちがそれぞれの役割を楽しみながら頑張る姿が印象
的でした。お客さん役の時には、どの商品も魅力的で
どれを買うか頭を悩ませながらも「これ！」と決めた
物を購入し、嬉しそうに何度も眺めていました。

オイスカ幼稚園のプール活動の締めくくりと
いえばボディペインティングです。体中に絵の
具を塗りたくり、足元から髪の毛まで緑やピン
クに染まる子が何人も！「絵の具が足りないよ
～」「先生、もっと出して！」とおかわりの声があ
ちらこちらからでてきました。「みてみておばけ
～」「きゃー」と嬉しそうな歓声が上がったり、
顔におひげを描いて猫に変身したりと大満足
のボディペインティングとなりました。

流しそうめん

ボディペインティング

お店屋さんごっこ

17広州日本商工会会報 · 11月号 · 2024年


